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二

消
火
技
術
に
関
す
る
教
育
訓
練

消
火
技
術
に
関
す
る
知
識
及
び
能
力
を
習
得
さ
せ
る
た
め
の
実
技
講
習

（
第
五
項
第
二
号
を
除
き
、
以
下
「
消
火
講
習
」
と
い
う
。）で
あ
つ
て
、
第
八
十
三
条
の
十
七
の
規
定
に
よ
り

国
土
交
通
大
臣
の
登
録
を
受
け
た
者
（
第
八
十
三
条
の
十
九
及
び
第
百
三
十
一
条
の
三
に
お
い
て
「
登
録
消
火

講
習
機
関
」
と
い
う
。）（
第
八
十
三
条
の
十
九
に
お
い
て
準
用
す
る
第
八
十
三
条
の
十
四
第
一
項
の
規
定
に
よ

り
国
土
交
通
大
臣
が
消
火
講
習
を
自
ら
行
う
場
合
に
あ
つ
て
は
、
国
土
交
通
大
臣
）
が
行
う
も
の

前
項
（
第
一
号
に
係
る
部
分
に
限
る
。）の
規
定
は
、
特
定
雇
入
契
約
を
締
結
し
た
船
員
が
次
の
各
号
に
掲
げ
る

要
件
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
場
合
に
は
、
適
用
し
な
い
。

一

特
定
雇
入
契
約
の
締
結
の
日
前
五
年
以
内
に
前
項
第
一
号
に
定
め
る
実
技
講
習
の
課
程
を
修
了
し
た
こ
と
。

二

特
定
雇
入
契
約
の
締
結
の
日
前
五
年
以
内
に
船
舶
職
員
及
び
小
型
船
舶
操
縦
者
法
第
四
条
第
二
項
に
規
定
す

る
登
録
海
技
免
許
講
習
（
次
項
第
二
号
に
お
い
て
「
登
録
海
技
免
許
講
習
」
と
い
う
。）の
う
ち
同
法
別
表
第
一

の
備
考
第
三
号
又
は
第
四
号
に
規
定
す
る
救
命
講
習
又
は
機
関
救
命
講
習
の
課
程
を
修
了
し
た
こ
と
。

三

千
九
百
七
十
八
年
の
船
員
の
訓
練
及
び
資
格
証
明
並
び
に
当
直
の
基
準
に
関
す
る
国
際
条
約
（
以
下
「
船
員

条
約
」
と
い
う
。）又
は
千
九
百
九
十
五
年
の
漁
船
員
の
訓
練
及
び
資
格
証
明
並
び
に
当
直
の
基
準
に
関
す
る
国

際
条
約
（
以
下
「
漁
船
員
条
約
」
と
い
う
。）の
締
約
国
が
発
給
し
た
書
面
に
よ
つ
て
特
定
雇
入
契
約
の
締
結
の

日
前
五
年
以
内
に
前
項
第
一
号
に
定
め
る
実
技
講
習
に
相
当
す
る
講
習
の
課
程
を
修
了
し
た
こ
と
を
確
認
す
る

こ
と
が
で
き
る
こ
と
。

第
三
項
（
第
二
号
に
係
る
部
分
に
限
る
。）の
規
定
は
、
特
定
雇
入
契
約
を
締
結
し
た
船
員
が
次
の
各
号
に
掲
げ

る
要
件
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
場
合
に
は
、
適
用
し
な
い
。

一

特
定
雇
入
契
約
の
締
結
の
日
前
五
年
以
内
に
第
三
項
第
二
号
に
定
め
る
実
技
講
習
の
課
程
を
修
了
し
た
こ

と
。

二

特
定
雇
入
契
約
の
締
結
の
日
前
五
年
以
内
に
登
録
海
技
免
許
講
習
の
う
ち
船
舶
職
員
及
び
小
型
船
舶
操
縦
者

法
別
表
第
一
の
備
考
第
五
号
に
規
定
す
る
消
火
講
習
の
課
程
を
修
了
し
た
こ
と
。

三

船
員
条
約
又
は
漁
船
員
条
約
の
締
約
国
が
発
給
し
た
書
面
に
よ
つ
て
特
定
雇
入
契
約
の
締
結
の
日
前
五
年
以

内
に
第
三
項
第
二
号
に
定
め
る
実
技
講
習
に
相
当
す
る
講
習
の
課
程
を
修
了
し
た
こ
と
を
確
認
す
る
こ
と
が
で

き
る
こ
と
。

（
特
定
雇
入
契
約
以
外
の
雇
入
契
約
を
特
定
雇
入
契
約
に
変
更
し
た
際
の
実
技
講
習
）

第
八
十
一
条
の
四

前
条
第
三
項
か
ら
第
五
項
ま
で
の
規
定
は
、
船
舶
所
有
者
が
船
員
と
締
結
し
た
雇
入
契
約
を
特

定
雇
入
契
約
に
変
更
し
た
場
合
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

（
特
定
雇
入
契
約
が
存
す
る
船
員
に
対
す
る
再
講
習
）

第
八
十
一
条
の
五

船
舶
所
有
者
は
、
当
該
船
舶
所
有
者
と
の
間
に
特
定
雇
入
契
約
が
存
す
る
船
員
に
つ
い
て
第
八

十
一
条
の
三
第
三
項
第
一
号
又
は
第
四
項
第
二
号
若
し
く
は
第
三
号
に
定
め
る
講
習
の
課
程
の
修
了
の
日
（
こ
れ

ら
の
日
が
複
数
あ
る
場
合
に
あ
つ
て
は
、
直
近
の
日
）
後
五
年
を
経
過
し
た
と
き
は
、
遅
滞
な
く
、当
該
船
員
に
、

国
土
交
通
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
同
条
第
三
項
第
一
号
に
定
め
る
実
技
講
習
又
は
こ
れ
に
相
当
す
る
講

習
で
あ
つ
て
船
員
条
約
若
し
く
は
漁
船
員
条
約
の
締
約
国
が
認
め
た
も
の
を
受
け
さ
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

船
舶
所
有
者
は
、
当
該
船
舶
所
有
者
と
の
間
に
特
定
雇
入
契
約
が
存
す
る
船
員
に
つ
い
て
第
八
十
一
条
の
三
第

三
項
第
二
号
又
は
第
五
項
第
二
号
若
し
く
は
第
三
号
に
定
め
る
講
習
の
課
程
の
修
了
の
日
（
こ
れ
ら
の
日
が
複
数

あ
る
場
合
に
あ
つ
て
は
、
直
近
の
日
）
後
五
年
を
経
過
し
た
と
き
は
、
遅
滞
な
く
、
当
該
船
員
に
、
国
土
交
通
省

令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
同
条
第
三
項
第
二
号
に
定
め
る
実
技
講
習
又
は
こ
れ
に
相
当
す
る
講
習
で
あ
つ
て

船
員
条
約
若
し
く
は
漁
船
員
条
約
の
締
約
国
が
認
め
た
も
の
を
受
け
さ
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
八
章
の
次
に
次
の
二
章
を
加
え
る
。

第
八
章
の
二

登
録
生
存
講
習
機
関
等

第
一
節

登
録
生
存
講
習
機
関

（
登
録
生
存
講
習
機
関
の
登
録
）

第
八
十
三
条
の
二

生
存
講
習
を
行
う
者
は
、
申
請
に
よ
り
、
国
土
交
通
大
臣
の
登
録
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
登
録
の
要
件
等
）

第
八
十
三
条
の
三

国
土
交
通
大
臣
は
、
前
条
の
規
定
に
よ
り
登
録
の
申
請
を
し
た
者
（
次
項
に
お
い
て
「
登
録
申

請
者
」
と
い
う
。）が
次
に
掲
げ
る
要
件
に
適
合
し
て
い
る
と
き
は
、
そ
の
登
録
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の

場
合
に
お
い
て
、
登
録
に
関
し
て
必
要
な
手
続
は
、
国
土
交
通
省
令
で
定
め
る
。

一

生
存
講
習
の
用
に
供
す
る
施
設
又
は
設
備
が
次
に
掲
げ
る
要
件
に
適
合
す
る
こ
と
。

イ

実
習
水
域
（
実
習
期
間
中
に
お
い
て
は
、
原
則
と
し
て
占
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
に
限
る
。）又
は
水

泳
プ
ー
ル
及
び
飛
び
込
み
台
を
備
え
て
い
る
こ
と
。

ロ

救
命
器
具
及
び
信
号
装
置
を
備
え
て
い
る
こ
と
。

二

生
存
講
習
を
担
当
さ
せ
る
講
師
が
次
に
掲
げ
る
要
件
に
適
合
す
る
こ
と
。

イ

十
八
歳
以
上
で
あ
る
こ
と
。

ロ

過
去
二
年
間
に
生
存
講
習
の
実
施
に
関
す
る
事
務
（
以
下
「
生
存
講
習
事
務
」
と
い
う
。）に
関
し
不
正
な

行
為
を
行
つ
た
者
又
は
こ
の
法
律
若
し
く
は
こ
の
法
律
に
基
づ
く
命
令
若
し
く
は
こ
れ
ら
に
基
づ
く
処
分
に

違
反
し
、
罰
金
以
上
の
刑
に
処
せ
ら
れ
、
そ
の
執
行
を
終
わ
り
、
若
し
く
は
執
行
を
受
け
る
こ
と
が
な
く
な

つ
た
日
か
ら
二
年
を
経
過
し
な
い
者
で
な
い
こ
と
。

ハ

船
舶
職
員
及
び
小
型
船
舶
操
縦
者
法
第
五
条
第
一
項
第
一
号
ハ
に
掲
げ
る
三
級
海
技
士
（
航
海
）
の
資
格

若
し
く
は
同
項
第
二
号
ハ
に
掲
げ
る
三
級
海
技
士
（
機
関
）
の
資
格
若
し
く
は
こ
れ
ら
よ
り
上
級
の
資
格
に

係
る
同
法
第
四
条
第
一
項
に
規
定
す
る
海
技
免
許
を
有
す
る
者
又
は
こ
れ
ら
と
同
等
以
上
の
知
識
及
び
能
力

を
有
す
る
者
で
あ
る
こ
と
。

２

国
土
交
通
大
臣
は
、
登
録
申
請
者
が
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
と
き
は
、
そ
の
登
録
を
し
て
は
な
ら

な
い
。

一

こ
の
法
律
若
し
く
は
こ
の
法
律
に
基
づ
く
命
令
又
は
こ
れ
ら
に
基
づ
く
処
分
に
違
反
し
、
罰
金
以
上
の
刑
に

処
せ
ら
れ
、
そ
の
執
行
を
終
わ
り
、
又
は
執
行
を
受
け
る
こ
と
が
な
く
な
つ
た
日
か
ら
二
年
を
経
過
し
な
い
者

二

第
八
十
三
条
の
十
三
の
規
定
に
よ
り
登
録
を
取
り
消
さ
れ
、
そ
の
取
消
し
の
日
か
ら
二
年
を
経
過
し
な
い
者

三

法
人
で
あ
つ
て
、
そ
の
役
員
の
う
ち
に
前
二
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
者
が
あ
る
も
の

３

前
条
の
登
録
は
、
登
録
生
存
講
習
機
関
登
録
簿
に
次
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し
て
す
る
も
の
と
す
る
。

一

登
録
年
月
日
及
び
登
録
番
号

二

生
存
講
習
を
行
う
者
の
氏
名
又
は
名
称
及
び
住
所
並
び
に
法
人
に
あ
つ
て
は
、
そ
の
代
表
者
の
氏
名

三

生
存
講
習
事
務
を
行
う
事
務
所
の
所
在
地

四

前
三
号
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
国
土
交
通
省
令
で
定
め
る
事
項

（
登
録
事
項
の
変
更
の
届
出
）

第
八
十
三
条
の
四

登
録
生
存
講
習
機
関
は
、
前
条
第
三
項
第
二
号
か
ら
第
四
号
ま
で
に
掲
げ
る
事
項
を
変
更
し
よ

う
と
す
る
と
き
は
、
そ
の
旨
を
国
土
交
通
大
臣
に
届
け
出
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
登
録
の
更
新
）

第
八
十
三
条
の
五

第
八
十
三
条
の
二
の
登
録
は
、
三
年
以
内
に
お
い
て
政
令
で
定
め
る
期
間
ご
と
に
そ
の
更
新
を

受
け
な
け
れ
ば
、
そ
の
期
間
の
経
過
に
よ
つ
て
、
そ
の
効
力
を
失
う
。

２

第
八
十
三
条
の
二
及
び
第
八
十
三
条
の
三
の
規
定
は
、
前
項
の
登
録
の
更
新
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

（
生
存
講
習
事
務
の
実
施
に
係
る
義
務
）

第
八
十
三
条
の
六

登
録
生
存
講
習
機
関
は
、
公
正
に
、
か
つ
、
国
土
交
通
省
令
で
定
め
る
時
間
数
以
上
の
講
習
を

行
う
こ
と
そ
の
他
国
土
交
通
省
令
で
定
め
る
基
準
に
適
合
す
る
方
法
に
よ
り
生
存
講
習
事
務
を
行
わ
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。

２

登
録
生
存
講
習
機
関
は
、
そ
の
生
存
講
習
の
課
程
を
修
了
し
た
者
に
対
し
、
生
存
講
習
の
課
程
を
修
了
し
た
旨

の
証
明
書
（
次
条
第
二
項
に
お
い
て
「
修
了
証
明
書
」
と
い
う
。）を
交
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
登
録
生
存
講
習
事
務
規
程
）

第
八
十
三
条
の
七

登
録
生
存
講
習
機
関
は
、
生
存
講
習
事
務
の
開
始
前
に
、
生
存
講
習
事
務
の
実
施
に
関
す
る
規

程
（
次
項
に
お
い
て
「
登
録
生
存
講
習
事
務
規
程
」
と
い
う
。）を
定
め
、
国
土
交
通
大
臣
に
届
け
出
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。
こ
れ
を
変
更
し
よ
う
と
す
る
と
き
も
、
同
様
と
す
る
。

２

登
録
生
存
講
習
事
務
規
程
に
は
、
生
存
講
習
の
実
施
方
法
、
生
存
講
習
に
関
す
る
料
金
、
修
了
証
明
書
の
交
付

の
手
続
そ
の
他
の
国
土
交
通
省
令
で
定
め
る
事
項
を
定
め
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
帳
簿
の
備
付
け
等
）

第
八
十
三
条
の
八

登
録
生
存
講
習
機
関
は
、
国
土
交
通
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
帳
簿
を
備
え
、
生
存
講

習
事
務
に
関
し
国
土
交
通
省
令
で
定
め
る
事
項
を
記
載
し
、
こ
れ
を
保
存
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
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